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〈実 施 者〉学校設置者 
 

〈確認内容〉国土交通省の技術基準を踏まえ、ステップ２で収集した図面を用いて診断す

る。ステップ３－１、３－２では、当該天井が技術基準の仕様ルートの対象で

あることを確認する。ステップ３－３～３－８では所定の仕様による耐震対策

がなされているかどうかを確認する注）。 

 

〈ステップ３のチェック表の利用方法〉 

１）「撤去等検討」にチェックが入った場合 
チェック表（表 3-1～3-8）の項目が１つでも「撤去等検討」に該当すれば、他の項目を

図面診断しなくても「危険性が高い」と判断できる。この場合は実地診断を行うまでもな

く p.43 の「対策の検討」に移り、既存天井の撤去を中心とした落下防止対策を検討できる。 
〈補足〉 
・この段階で危険性が高いと判断する場合は、図面診断を学校設置者の技術系職員又は建

築の専門家（建築士等の有資格者）が行った場合とする。 
 

２）「要検討」にチェックが入った場合 
チェック表（表 3-1～3-8）の項目が１つでも「要検討」に該当すれば、実地診断を行う

までもなく p.43 の「対策の検討」に移り、落下防止対策の検討を進めることができる。た

だし、補強の可能性を検討する場合は、「ステップ４ 実地診断」の目視確認・計測まで行

う必要がある。 
 
３）「実地診断」にチェックが入った場合 
ステップ３の終了後、ステップ４の目視確認・計測によって建物の現状を確認する。た

だし、他の項目の１つでも「撤去等検討」か「要検討」に該当すれば、上記１）や２）を

準用できる。 
 
４）「OK」にチェックが入った場合 
設計図書上、技術基準が示す仕様ルートを満たすと判断し次の項目に移る。ステップ３

の終了後、ステップ４の目視確認・計測を行い、実際に技術基準を満たす対策が適切にな

されているかを確認する。 
なお、耐震診断や耐震改修などを実施した建物ではチェック表の項目の目視や計測が済

んでいることがある。これらを 3 年以内に実施し、チェック表の項目の全てが「OK」であ

ると確認されている場合には、ステップ４の実地診断を省略することもできる。 

ステップ３ 図面診断 

※ステップ３以降の解説を理解するためには、建物に関する専

門的知識が必要であり、専門家に委託し実施してもよい。 

注)ステップ３に示すチェック項目は技術基準の仕様ルートに基づく。ただし、学校の屋内運動場等の

建物仕様を前提として、簡略的な確認方法を示した項目もある。 
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３－１ 天井の材料と質量の確認                      

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、天井の材料を確認する（表 3-1(1)）。 
天井面の使用材料を参考にして、天井の質量を次のとおり区分する（表 3-1(2)）。 

天井面が石膏ボードを含まない場合（2kg／m2超 6kg／m2以下） 
天井面が石膏ボードを１枚含む場合（6kg／m2超 20kg／m2以下） 

天井面が石膏ボードを２枚以上含む場合（20kg／m2超） 
〈解説〉 
・確認資料には、主に「特記仕様書」「矩計図」「天井伏図」「天井下地伏図」を用いる。 
・天井面は野縁（鋼製）と石膏ボードを下地に用いて、ロックウール吸音板を仕上材とし

て張っていることが多い（石膏ボード捨張り）。石膏ボードを下地に用いず、ロックウー

ル吸音板やグラスウール板を野縁等に取り付けることも多い（直張り、システム天井）。 
・現在、大空間の天井では面材を鋼製野縁に取り付けることが一般的であるが、木製野縁

が使われることも稀にある。システム天井では T バーや H バーと呼ばれる部材に面材が

取り付けられる。こうした部材は鋼製が多いがアルミ製もある。 
・天井面構成部材等の質量が 20kg/m2 超の天井仕様は音楽ホールなどに用いられ、計算に

よる耐震性の検証が求められる。こうした天井仕様にもかかわらず耐震計算書がない場

合には、実地診断を行っても耐震性を確認できない。 
〈補足〉 

・技術基準の仕様ルートは、天井面構成部材等の単位面積質量が 2kg／㎡超～20kg／㎡以

下のものを対象とし、仕様の内容によっては 2kg／㎡超～6 kg／㎡以下、6kg／㎡超～20 
kg／㎡以下の区分がある。 

・上記の質量には、天井面構成部材の質量に、当該部材に地震その他の振動・衝撃により

生ずる力を負担させる照明設備や空調設備等（当該天井以外の部分で自重を支えるもの

を除く。）の質量を加えることとなるが、表 3-1(2)では、石膏ボードの枚数により、質量

区分を簡略的に確認する。 
 
〈表 3-1(1)〉 

項目 確認結果（仕様表記の例） 確認すべき主な資料 

野縁等の材料 
（面材を取り付

ける部材） 

□鋼製（鋼製下地、軽鉄下地） 
OK 

特記仕様書、矩計図 
□システム天井 

□木材・上記以外*（          ） 撤去等 
検討 

□確認できる資料がない 実地診断 

*仕様ルートでは、鋼製野縁やシステム天井を用いた天井を基本的な対象としている。 
 
 
 
 
 

石膏ボード捨張り 野縁に石膏ボードをビス留めしてから、ロックウール吸音板などの仕上げ材を張

る工法。 

直 張 り 野縁に化粧ロックウール吸音板などを直接ビス留めする工法。 

シ ス テ ム 天 井  面材をビス留めせず、T バーや H バーと呼ばれる部材を用いて取り付ける工法。 
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〈表 3-1(2)〉 

項目 確認結果（仕様表記の例） 確認すべき主な資料 

天井の質量区分** 

□天井面が石膏ボードを含まない場合 

（システム天井、ロックウール吸音板直張り） 
OK 

特記仕様書、矩計図 

□天井面が石膏ボードを１枚含む場合 

（石膏ボード捨張り、化粧石膏ボード直張り） 

□天井面が石膏ボードを２枚以上含む場合 
（石膏ボード２枚以上の捨張り）*** **** 撤去等 

検討 □天井質量は不明（野縁の材料が「木材・上

記以外」のため） 
□天井質量は不明（面材不明のため） 

実地診断 
□確認できる資料がない 

**天井質量区分の「2kg／m2以下」という区分には鋼製下地などを用いない膜天井等が該当するが、屋内

運動場等にはほとんど用いられない天井仕様であり、技術基準の対象ではないため、本マニュアルの対

象としていない。質量を確認した結果、2kg／m2以下だった場合は、本書では「対策済」と判断する。 
***天井の耐震計算書がある場合は「計算ルート」による検討を専門家（建築士等の有資格者）に依頼する。 
****質量の大きい照明器具等の影響により天井面構成部材等の質量が 20kg／㎡を超える場合を含む。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 3.1.1：鋼製下地を用いた在来工法による吊り天井の構成 
（下から見上げた図）注） 

写真 3.1.1：天井面の構成（ロックウール吸音板石膏ボード捨張り） 
 

吊りボルト 

天井材等を支持するために用いられる

軸の長いボルト 

野縁（のぶち） 

天井材を取り付けるための下地材とし

て配置される細長い部材 

野縁受け（のぶちうけ） 

野縁と直交する野縁の支持部材 

ハンガー（参照 p.39） 

野縁受けと吊りボルトを緊結する金具 

クリップ（参照 p.39） 

野縁を野縁受けに取り付ける金具 

クリップ 

野縁 

野縁受け 

吊りボルト 

ハンガー 

注）本図は天井の構成を示したものであり、緊結方法等は新たな技術基準を踏まえた仕様とする必要がある。 
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３－２ 天井の断面形状の確認                       

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、小屋裏（屋根と天井の間にある空間）

の高さが概ね均一であることを、①天井面が屋根面とほぼ同じ形状であるこ

と（表 3-2(1)）、②天井面の段差（立上り）や折れ曲がりがないこと（表 3-2(2)）
によって確認する。小屋裏の高さが均一でない場合は吊り長さを揃える小屋

裏措置が行われているかどうかを確認する（表 3-2(1)(2)）。 
〈解説〉 
・本ステップでは吊り長さが概ね均一であることを、小屋裏の高さから簡略的に確認する。

なお吊り長さそのものの値の確認はステップ３－３で行う。 
・体育館などの屋根は切妻のような勾配屋根か円弧状屋根が一般的である（表 3.2.1 参照）。

こうした屋根に対してほぼ同じ形状の天井面を設けた場合、吊りボルトが配置される小

屋裏の高さは概ね均一となる。 
・天井の段差や折れ曲がりは、天井頂部や壁際に設けられることが多く、ほとんどが吊り

長さが均一ではない。 
・吊り長さを揃える小屋裏措置として、屋根を支える部材以外の鉄骨を天井面と平行に設

置し小屋組と一体化すること等が想定される。しかし現状ではこうした措置を施した屋

内運動場等はほとんどないと考えられる（図 3.2.1～2 参照）。 
〈補足〉 
・技術基準の仕様ルートは、天井の吊り長さが概ね均一であることを求めている。ただし、

段差や折れ曲がり部分に適切なクリアランスを設ければ、吊り長さが異なる天井部分を

同一室内に配置できる（ステップ３－７参照）。 
・天井面は屋根面よりも緩勾配のことも少なくない。こうした天井の多くは異なる長さの

吊りボルトが混在するため、地震時に捻れ振動が生じることがある。 
・視覚的効果や音響効果などのため、天井面の途中に段差や折れ曲がりを設けることがあ

る。こうした部分では地震時に複雑な動きが生じることがある。 
〈表 3-2(1)〉 

項目 確認結果 確認すべき主な資料 

全体的な天井断

面の確認（屋根

面と天井面の関

係） 
 
 
※吊り長さの確認

はステップ３－

３で行う 

□陸屋根に平天井が設けられている 

OK 

矩計図、天井伏図 

□勾配屋根（寄棟・切妻等）と同じ勾配で

天井が設けられている 
□円弧状屋根と同心円状の天井が設けられ

ている 
□吊り長さを揃える小屋裏措置がある（図

3.2.1～2 参照） 
□吊り長さを揃える小屋裏措置なしで、屋

根と異なる勾配の天井が設けられている 撤去等
検討 

□上記以外（             ） 
□確認できる資料がない 実地診断 

 

ス
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〈表 3-2(2)〉天井面に段差や折れ曲がりがある場合に確認する 

項目 確認結果 確認すべき主な資料 

局部的な天井断

面の確認（天井

面の段差や折れ

曲がりの有無） 
 
 
※吊り長さの確認

はステップ３－

３で行う 

□クリアランスや吊り長さを揃える小屋裏

措置によって、段差や折れ曲がりに対応

している 

（図 3.2.1～2 参照） 

OK 

矩計図、天井伏図 
□クリアランスなしで、天井面に段差や折

れ曲がり部分が設けられている** 
撤去等 
検討 □吊り長さを揃える小屋裏措置なしで、天

井面に段差や折れ曲がり部分が設けられ

ている 
□上記以外（             ） 要検討 
□確認できる資料がない 実地診断 

**クリアランス寸法はステップ３－７参照 

 

 
 

表 3.2.1 屋根架構と天井断面の組み合わせと出現頻度 

天井 
屋根 

舟底天井 平天井 曲面天井 
段
差
天
井
・ 

そ
の
他 

傾
斜
の
み 

段
差
つ
き 

平
天
井
つ
き 

平
天
井
＋ 

段
差
つ
き 

平
天
井
の
み 

段
差
つ
き
等 

曲
面
天
井
の

み 平
天
井
や 

段
差
つ
き
等 

屋
根
架
構
の
種
類 

鉄骨山形架構 ◎ ◎ ○ ○ ○ ※ ○ ※ ◎ 

トラス架構 ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ○ ※ ※ 

RC 造 ※ ○ ※ ○ ○ ※ ※ ※ ※ 
鉄骨アーチ 
鉄骨シェル ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ○ 

備考注）：◎ 頻出する組み合わせ（これらで全体の約 50％を占める） ○ 比較的よく現れる組み合わせ 
※ 例外的な組み合わせ（確認率 1％未満） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

注）「学校施設の屋内運動場等の天井等に関する実態調査」（平成 24 年 6 月、文部科学省・国立教育政策

研究所文教施設研究センター実施の抽出調査）に基づく。 
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 図 3.2.1：天井の断面形状のチェックポイント（山形架構の例） 

舟底天井（傾斜のみ） 

山形架構の場合 

〈屋根と同勾配〉 〈屋根と異勾配〉 

舟底天井（段差つき） 舟底天井（平天井つき） 

舟底天井（平天井＋段差つき） 平天井 

曲面天井 段差天井 

・天井に段差や折れ曲がりが設けられた場合、壁際のクリアランスだけでなく、「吊り

長さを揃える小屋裏措置」や「吊り長さの異なる天井部分の縁を切るためのクリアラ

ンス（壁際以外のクリアランス）」も必要になるため、そうした措置がなされている

かどうかを確認する。 

  吊り長さを揃える小屋裏措置    壁際以外のクリアランス     壁際のクリアランス 
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写真 3.2.2：段差天井（複数の天井立上りを持つ天井）の例 9) 

写真 3.2.1：折れ曲がりを持つ天井（平天井つき舟底天井）の例 

複数の段差や折れ曲
がり 

音響効果の向上やダクト

の保護、意匠上の観点な

どから設けられることが

多い。学校の屋内運動場

でも複数の段差をもつ天

井は珍しくない。 

図 3.2.2：吊り長さを揃える小屋裏措置の考え方（山形架構－舟底天井（平天井つき）の例）

※母屋に替わる吊り元用の鉄骨が 
小屋組と一体で設置されている 

母屋に吊り元アングル材を 
設置（図 3.8.1 参照） 

傾斜部の吊り元 

平天井部の吊り元の位置を調整※ 

ス
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３－３ 天井の各部仕様の確認①吊りボルトの方向と吊り長さ           

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、吊りボルトの方向と吊り長さを確認す

る（表 3-3）。 
〈解説〉 
・吊りボルトを曲げたり斜め方向に取り付けたりすると、天井の重さを適切に支持できな

いおそれがあるため、鉛直方向下向きに取り付ける。 
・吊り長さ（定義は p.16 の脚注参照）が 3m を超える天井仕様は音楽ホールなどに用いら

れ、計算による耐震性の検証が求められる。こうした天井仕様にもかかわらず耐震計算

書がない場合には、実地診断を行っても耐震性を確認できない。 
・長さの異なる吊りボルトが混在すると、天井が特別な揺れ方（捻れ振動）をするおそれ

がある。 
〈補足〉 
・吊り元の仕様について、荷重又は外力により、容易に滑りや外れ、損傷を生じないもの

となっているか確認する（p.39「ステップ３－８」参照）。 
・吊り長さが短いと天井懐に入っての作業が困難になり、天井面を全面的に撤去しないと

斜め部材を適切に増設できないことがある（p.43「対策の検討」参照）。 
・水平補剛材については、技術基準に示されていないが設けていてもよい。 
 
〈表 3-3〉 

項目 確認結果 確認すべき主な資料 

吊りボルトの方

向 

□全て鉛直方向に取り付けられている OK 

矩計図、天井下地伏

図 

□斜め方向に取り付けられたものがある* 撤去等 
検討 □曲げて取り付けられた吊りボルトがある* 

□確認できる資料がない 実地診断 

吊り長さ 

□XY 両方向とも 3m 以下で、長さが異なる

吊りボルトは混在していない 
（吊り長さ：     ｍ） 

OK 

□3m を超えるものがある** 撤去等 
検討 

□長さが異なる吊りボルトが一部に混在し

ている*** 要検討 

□確認できる資料がない 実地診断 
*矩計図や断面図に吊りボルトが斜め方向の取り付けや曲げて取り付けることが図示されている場合は

一連の箇所が該当するため危険性が高い。一方、ステップ４の実地診断において「斜め方向に取り付

けられたもの」や「曲げて取り付けられたもの」が数カ所確認されても「撤去等検討」と判断する必

要はない。 
**天井の耐震計算書がある場合は「計算ルート」による検討を専門家（建築士等の有資格者）に依頼する。 

***例えば屋根と天井の勾配が同一でも、吊りボルトが母屋だけでなく梁にも取り付けられていると異なる

長さが混在することになる。  
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吊りボルトを曲げて勾配に対応 

図 3.3.4：吊り長さが異なる天井の例（勾配屋根＋平天井の場合） 

図 3.3.1：吊りボルトが斜めに取り付けられた例 

吊りボルトの方向 
図面上の吊りボルトが鉛直でも目視すると斜めになっていることがある。吊り元や吊り先に適切な部材

を選定しないと、吊りボルトが斜めになってしまう。 

吊りボルトを曲げて溶接 

図 3.3.3：吊りボルトを折り曲げた例 

吊
り
長
さ 

吊
り
長
さ 

図 3.3.2：吊りボルトが鉛直方向に取り付けられた例 

吊りボルトの折り曲げ 
吊り元にも不適切な仕様がある。吊りボルトが鉛直ならば補強方法も存在するが、斜めに設置したり曲

げたりしている場合には吊りボルトの交換が必要になる。 

母屋

溶接
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３－４ 天井の各部仕様の確認②吊りボルトの間隔              

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、吊りボルトの間隔注）が技術基準の規定

以内であることを確認する（表 3-4）。 
 
〈解説〉 
・本ステップでは天井下地伏図などに示された水平投影長さを測って、吊りボルトの間隔

を簡略的に確認する。 
・ただし、次のどちらかに該当する場合には、技術基準の方法に戻って天井面積に対する

吊りボルト配置を確認する注）。確認した結果、技術基準を満たす場合は「OK」、満たして

いない場合は「要検討」と判断する。 
①天井面が急勾配の場合（半円に近い円筒形屋根や瓦葺き屋根など） 
②一般的な吊りボルト配置よりも広い間隔が採用されている場合（補足参照） 

・天井下地伏図は、一般的に天井工事の専門工事業者が作成する「施工図」に含まれる。 
〈補足〉 
・勾配天井では、吊りボルト間隔実長は水平投影長さよりも大きい。しかし、次のような

一般的な吊りボルト配置が採用されていれば、3 寸勾配（3／10）までは、表 3-4 に示す

確認方法を準用することができる。 
①石膏ボード捨張り天井：XY 両方向とも約 0.9m の間隔 
②シ ス テ ム 天 井：XY 両方向とも約 1.2～1.3m の間隔 

 
 
〈表 3-4〉 

項目 確認結果 確認すべき主な資料 
□天井の質量区分：天井面が石膏ボードを１枚含む場合 
         （石膏ボード捨張り、化粧石膏ボード直張り） 

（6～20kg／m2） 天井下地伏図、矩計

図 
吊りボルトの間

隔* 

□XY 両方向とも 1m 以内 OK 
□1m を超える間隔がある 要検討 
□確認できる資料がない 実地診断 

 
□天井の質量区分：天井面が石膏ボードを含まない場合 
         （システム天井、ロックウール吸音板直張り） 

（2～6kg／m2） 天井下地伏図、矩計

図 
吊りボルトの間

隔** 

□XY 両方向とも 1.4m 以内 OK 
□1.4m を超える間隔がある 要検討 
□確認できる資料がない 実地診断 

注）技術基準では、天井の質量区分 6～20kg／m2 の場合は天井面積 1m2 当たり 1 本以上。2～6kg／m2

の場合は１m2当たり 0.5 本以上の吊りボルトを求めている。 
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図 3.4.1：天井断面図の例 

〈図面解説〉 
グラスウールボードのシステム天井。屋根勾配 3/10、母屋間

隔が 606mm。母屋１本おきに吊りボルトが設けられている

ので、吊りボルトの間隔は 1.16m となる。ＸＹ両方向とも

1.4m 以内であることを確認する。 

図 3.4.2：天井下地伏図の例 10) 

1,165mm 

〈図面解説〉 
吊りボルトの間隔は「書き込み寸法」を探

して判断する。なお片方の間隔は「野縁受

けの間隔」と考えて差し支えない。 
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３－５ 天井の各部仕様の確認③斜め部材（ブレース）の配置         

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、斜め部材１組当たりの室面積*が技術基

準の規定以内であることを確認する（表 3-5(1)）。 
斜め部材が各方向に、概ね釣り合いよく配置されていることを確認する（表

3-5(2)）。 
〈解説〉 
・本ステップでは次の方法によって斜め部材の配置数を簡略的に確認する。 

①斜め部材の数：図面上の X 方向と Y 方向とで別々に求める。 
②室面積：通り心で囲まれた面積から求める。 

③各方向の斜め部材１組当たりの室面積＝ 

・ただし、天井面が急勾配の場合には、簡略的な方法によらず、技術基準の方法により有

効な斜め部材１組当たりの天井面積を確認する。 
・斜め部材が天井全体に釣り合いよく配置され、天井の一部に偏っていないことを確認す

る。 
〈補足〉 
・斜め部材は 2 本 1 組で有効に設置する必要があるが（ステップ 3-6 参照）、本ステップで

は「斜め部材 2 本」を「斜め部材 1 組」とみなして概算する。ただし、この方法で「OK」

になった場合は技術基準の方法により有効な斜め部材 1 組当たりの天井面積を確認する。 
・勾配天井では 1 組の斜め部材の長さが左右で異なっており、急勾配になるほど斜め部材

も長くなる。3 寸勾配（3／10）までは表 3-5(1)に示す確認方法を準用することができる。 
 
〈表 3-5(1)〉 

項目 確認結果（方向と値） 確認すべき主な資料 
□天井の質量区分：天井面が石膏ボードを１枚含む場合（6～20kg／m2） 

天井下地伏図、矩計

図 斜め部材１組当

たりの室面積* 

（X 方向：   m2，Y 方向：   m2） 
□XY 両方向とも 2m2以内** OK 
□2m2を超える方向がある 要検討 
□4m2を超える方向がある。または斜め部材

がないので計算不能である 
撤去等 
検討 

□確認できる資料がない 実地診断 
 

□天井の質量区分：天井面が石膏ボードを含まない場合（2～6kg／m2） 

天井下地伏図、矩計

図 斜め部材１組当

たりの室面積* 

（X 方向：   m2，Y 方向：   m2） 
□XY 両方向とも 5m2以内*** OK 
□5m2を超える方向がある 要検討 
□10 m2を超える方向がある。または斜め部

材がないので計算不能である 
撤去等 
検討 

□確認できる資料がない 実地診断 
  

室面積 
X 方向（Y 方向）の斜め部材本数×0.5 

ス
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表 3-5(2)〉 

項目 確認結果（方向） 確認すべき主な資料 

斜め部材の配置

のバランス 

□ＸＹ両方向とも釣り合いよく配置されている OK 
天井下地伏図、矩計

図 
□著しく偏った配置の方向がある（   ） 

実地診断 
□確認できる資料がない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈斜め部材の配置のバランス〉 
上図の天井面に対して、 

①X 方向の斜め部材の配置は概ね対称 ⇒OK 
②Y 方向の斜め部材の配置は著しく偏っている 

（ X4 － X5 通り間に配置されていないため） 
 
 
  

*技術基準では斜め部材の配置数を天井面積で考えるが、本マニュアルでは室面積で概算する。 
**3 寸勾配の天井を吊りボルトの間隔と長さ 0.9m、天井質量 20kg／m2、ブレース C38×12×1.2 を仮

定して算出すると 1.5 m2／組となる。この値の小数点以下を四捨五入して概数とした。 
***3 寸勾配の天井を吊りボルトの間隔と長さ 0.9m、天井質量 6kg／m2、ブレース C38×12×1.2 を仮定

して算出すると 5.1m2／組となる。この値の小数点以下を四捨五入して概数とした。 

斜め部材（１組）
吊
り
先

吊
り
元

吊
り
元

X1 X2 X3 X4 X5

Y2

Y3

1
9
4
0
0

25200

6300 6300 6300 6300

9
7
7
0

12
0

9
7
0
0

12
0

Ya

Yb

Yb

Ya

Ya

Xa Xb Xa Xa Xb Xa Xa Xb Xa Xa Xb Xa

図 3.5.1：斜め部材の配置が偏った例 

野縁受け

吊りボルトの位置 斜め部材なし 

天井面（クリアランスによる区画）
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〈斜め部材１組当たりの室面積〉①X 方向－4.7m2／組＜5m2／組 ⇒OK 
②Y 方向－4.7m2／組＜5m2／組 ⇒OK 

概算室面積：25.2m×19.4m＝488.9m2 
斜め部材の概算組数：X 方向 104 組（∵208 本（26 本／スパン×4 スパン×2 スパン）） 

Y 方向 104 組（∵208 本（26 本／スパン×4 スパン×2 スパン）） 

〈斜め部材の配置のバランス〉XY 両方向とも概ね対称 ⇒OK 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 3.5.2：斜め部材の適切な配置の例（天井面が石膏ボードを含まない場合） 
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〈斜め部材１組当たりの室面積〉①X 方向－1.9m2／組＜2m2／組 ⇒OK 
②Y 方向－1.9m2／組＜2m2／組 ⇒OK 

概算室面積：25.2m×19.4m＝488.9m2 
斜め部材の概算組数：X 方向 256 組（∵512 本（64 本／スパン×4 スパン×2 スパン）） 

Y 方向 256 組（∵512 本（64 本／スパン×4 スパン×2 スパン）） 

〈斜め部材の配置のバランス〉XY 両方向とも概ね対称 ⇒OK 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 3.5.3：斜め部材の適切な配置の例（天井面が石膏ボードを 1 枚含む場合） 
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３－６ 天井の各部仕様の確認④斜め部材の設置仕様             

〈確認内容〉ステップ２で収集した資料に基づき、斜め部材の組が全てＶ字状になってい

ることを確認する（表 3-6(1)）。 
また、斜め部材の接合部の仕様を確認する（表 3-6(2)）。 

〈解説〉 

・斜め部材は、各方向とも、２本の斜め部材の下端を近接してＶ字状にした形状を１組と

して配置する。ただし、斜め部材の組が「ハ」の字形をしていると地震に対して有効に

機能しない。 
・斜め部材は吊りボルトや野縁受に対して専用金具やねじ留めを用いて接合するものとし、

荷重又は外力により、容易に滑りや外れ、損傷を生じないものとする必要がある。 
 
〈表 3-6(1)〉 

項目 確認結果 確認すべき主な資料 

斜め部材の１組

の形状 

□全ての組がＶ字状 OK 

天井下地伏図、矩計

図 

□ハの字状の組がある 

要検討 □2 本 1 組になっていないものがある 

□V 字状だが 2 段ブレースとなっている 
□確認できる資料がない 実地診断 

〈表 3-6(2)〉 
項目 確認結果 確認すべき主な資料 

斜め部材の材料 

□C38×12×1.2   □C38×12×1.6 
□C40×20×1.6 

OK 

天井下地伏図、矩計

図、特記仕様書、ブ

レース強度の計算書 

□上記以外の材料（          ） 
実地診断 

□確認できる資料がない 

斜め部材の接合

部 

□全てに金具で緊結されている OK 
□溶接されたものが一部にある 要検討 
□全てに溶接が用いられている 撤去等 

検討 
□確認できる資料がない 実地診断 
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図 3.6.1：斜め部材のＶ字状配置の模式図 

上図は斜め部材の組を２方向まとめて配置し
た場合。各方向の配置は別々に考えてよい。 

図 3.6.3：仕様ルートを満たさない斜め部材の配置や接合部の例 

図 3.6.2：斜め部材の接合部の例 

（通称）ハの字形(状)配置、山形配置 溶接による斜め部材の取り付け 11) 

（地震後に吊りボルトから脱落） 

斜め部材 

斜め部材

吊りボルト 

斜め部材 
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